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 第 1 章において，ストレス評価の新たな指標として涙液を用いた研究を行った。ストレス
刺激は「視床下部-下垂体前葉-副腎皮質」へと伝わる「HPA 系」と「視床下部-交感神経-副













 比較には，健康な 8 頭の馬を用いた。採涙及び採血は，Pre と Post の安静時に行い，蹄
洗場に係留して行った。採血は採涙中に行い，それぞれの採取に伴うタイムラグを最大限考
慮した。Post では運動後直ちに係留し採取した。 
 コルチゾールの解析には，EQUINE CORTISOL ELISA TEST KIT（Endocrine 
Technologies Inc., U.S.A）を用いた。冷凍保存した血漿は解凍し，100μl 用いた。涙液はデ
ュプリケイトを優先するために 50μl 用いて，希釈せずに測定に用いた。 
 馬の心拍は心拍計ホルターPOLAR RS800（Polar® Electro Öy， Kempele， Finland）
を用いて測定した。心拍計を馬の胴胸部に巻き，無口頭絡の顎に受信機を取り付けて計測し
た。実験は，Pre の安静時 5 分，運動 20 分，Post 安静 5 分間の計 30 分間行った。運動は，






 解析の結果，血漿（n = 36，34.53±16.98ng/ ml）および涙液（n = 36，17.97±6.72ng/ ml）
からコルチゾールが検出された。得られた濃度をもとに，スピアマンの相関係数によって検
定を行った結果，血漿中コルチゾール濃度に対して，涙液中コルチゾール濃度は有意な正の




























 そこで，第 1 章と同様に採取した涙液を用いてカテコールアミンとセロトニンの測定を行
い血漿中ならびに涙液中の変化を解析した。 
 第 1 章と同様に採取した血漿ならびに涙液を高速液体クロマトグラフィ （ーHPLC）によ
って分離，測定した。血漿の処理には，アルミナを用いた抽出を行うことで血漿中の夾雑物
を取り除いた。涙液も同様の手順でアルミナによる抽出で行った。 
 測定は HPLC（HTEC-500, Eicom, 京都）を用いた。カテコールアミンの測定に使用し
た検出カラムは EICOMPAK CA-50DS（φ2.1mm×150mm）を，プレカラムは PREPAK 
（φ 3.0mm, id. ×4mm）を用いた。設定温度は 25℃とし，過電圧は 450mA，移動相の
組成は 700mg/L 1－オクタスルホン酸ナトリウムおよび 50mg/L EDTA・2Na を含むリン
酸塩緩衝液（pH5.7）とし，メタノールは 12％とした。解析時間は流速 230μl/mim で 30
分，100μl/mim では 90 分とした。セロトニンの測定には EICOMPAK SC-50DS（φ3.0mm，
id. ×150mm）を，プレカラムは PREPAK（φ3.0mm×4mm）を用いた。設定温度は 25℃
とし，過電圧は 750mA，移動相は 0.1M 酢酸-クエン酸バッファーとし，メタノールは 17％
- 4 - 
 
とした。解析時間は流速 500μl/min で 30 分とした。 
 解析の結果，血液中カテコールアミンの平均濃度は，ノルアドレナリン 451.36 pg/ml（±
203.88, SD），アドレナリン 187.37（±291.32），ドーパミン 351.37 pg/ml（±124.11）で
あった。出した涙液中の濃度平均は，それぞれノルアドレナリン 93.87pg/ml（±174.56），
アドレナリン 162.47pg/ml（±399.62），ドーパミン 357.36 pg/ml（±156.67）であった。 
 スピアマンの順位相関係数検定の結果，ノルアドレナリン，アドレナリン，およびドーパ
























 使用した馬は健康な 17 頭を用い，前章と同様に涙液を採取した。測定は，Oxytocin 
Enzyme Immunoassay Kit（ARBOR ASSAYS. Inc. USA）を用いて行った。 
 また，ストレス評価として，コルチゾールを第 1 章と同様に，ドーパミンの測定は第 2
章と同様にカテコールアミンの測定条件で行った。サンプルの採取は運動前後に行った。運
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キシトシンを初めて同定し，涙液ドーパミン変化と相関したことはまさに新発見であった。
また，ストレスホルモンであるコルチゾールやオキシトシンなどから，障碍者乗馬に用いる
馬を選択できるとした。これらの研究成果等を詳細に検討した結果，審査委員一同は博士（バ
イオセラピー学）の学位を授与する価値があると判断した。 
